
急激な物価上昇

企業・個人とも
に先を見越して
消費が活発化

国債の売りが増加

資金需要が増加

金融機関の借り
入れが増加預金意欲低迷

あらゆる金利が上昇

国債価格落, 
利回り上昇

預金金利引き上げ

コール市場で資金
調達活性化

金融機関の資金繰
りが圧迫

コール金利上昇

物価高阻止のための政
策金利引き上げ

製品の売れ行き好調 個人消費は順調に拡大

企業の投資・生産・
販売活動が活発化

人件費等の増大設備投資、原材料の
購入資金需要増大

金融機関の資金
調達活発化

銀行等からの
資金借入

預金への意欲
減衰

債権売却で資金捻出預金金利
引き上げ

貸出金利上昇

コールレート上昇

債券利回り上昇

景気の順調な拡大

企業の設備
投資積極化

企業の生産
活動活発化

個人消費、住宅
投資活発化

エネルギー
価格上昇

企業の原材料、中
間製品購入活発化

原材料、部品、中
間製品価格上昇

製品価格上昇

あらゆる物価が上昇へ

日本の景気が拡大

日本の生産量拡大

国内での生産物の
供給が過剰に

輸出増加

輸出代金の増加

米ドル売り・
円買い増加

円高・ドル安

住宅ローン金利
低下

日本の場合

日本の場合

企業利益拡大
業績向上

日本株の上昇

海外からの日本株
買い増える

海
外
か
ら
日
本
へ
の
直
接
投
資
拡
大

個人の住宅投資
拡大

企業の生産、販売
活動が活発に

企業向け銀行貸出金利
低下

社債利回り低下

企業による資金
調達積極化

生産拡大
収益増大

賃金伸びる

個人消費拡大

米ドルの短期預金金利上昇

米国10年国債利回り上昇

日本の⾧短金利ともに変わらず

米国の金利一般が上昇

米国の金利が相対的に
高水準に

米国のドル預金、米国債などの
収益性が相対的にアップ

日本の個人、機関投資家が
米国債券等購入増やす

為替市場で円売り・
米ドル買いが増加

円安・ドル高

米国の投資家も円建て債券
を売り、米国の債券購入へ

金利低下

⾧期国債、スーパー定
期、定額貯金等

⾧プラ、短プラ、
住宅ローン金利等

収益は落ちる

貯蓄意欲、投資意欲が
沈静

借り入れコスト低下

借り入れ需要活発に

マネーストック増加

輸出企業の受入
円代金増加

売り上げ増加 ドル建て輸出価
格引き下げ

輸出先での販売
価格低下

海外製品に対し国産品
の価格競争力増加

輸入業者の円
支払金が増加

円ベースでの
輸入価格低下

物価が低下

国産品の価格が低下

輸入活動が活発化

さらなる円安ドル高予測

円建てでの資金
運用が不利に

国内、海外の個人、法人によ
る日本国債の売却増加

ドル建てでの運用資金が
有利に

国内、海外の個人、法人による
米ドル国債の購入増加

企業の(借入)
資金コスト上昇

住宅ローン金利
上昇

預貯金、債券の
収益性アップ

企業業績の低下 株式市場から金利商品
へ資金シフト

個人の住宅投資
低迷へ

個人消費全般に
停滞へ

企業業績の低迷

株式の売り増大

株安へ

個人の株式保有
評価額上昇

個人の株式保有
評価額上昇

個人の株式保有
評価額上昇

評価益拡大・
評価損減少

設備投資、研究
開発意欲積極化

銀行借入積極化

評価益拡大・
評価損減少

消費増大

株式市場へ
資金流出

債券市場から
資金流出

さらなる日本株高予測

海外株式は
一進一退の動き

海外株式には期待できず

外国人投資家による
日本株投資積極化

日本の投資家による
外国株売却、

日本株買いの積極化

外貨売り・円買い活発化

円高・外貨安促進


